
  

工芸用白炭 

原木育成研修 
参加者募集 

12 16  月 日㊊ 

日㊍ 

東京大学附属演習林  
（静岡県賀茂郡）  ~19 

令和６年度 

文化財研修事業 

非常に入手困難な駿河炭の原木ニホンアブラギリ。そのアブラギリ林の持続確保のため、自然造林研

修を開催します。（効果的な育成方法にていの講義や、薪割りなどの林業基礎の演習など） 

講 師 

前田宇氏（いしい林業） 

北村利弥氏（いしい林業） 

渡邊良広氏 

（東京大学樹芸研究所・講義） 

対 象 
研磨炭製炭に強く関心を

持っている大学生、大学

院生、専門学校生、工芸及

び 林 業 分 野 で 修 行 中 の

方。 

参加費 無料 

※食費はご負担お願いします。 
 

支 給  

交通費、宿泊費（定額支給） 

合同会社 伝統工芸木炭生産技術保存会 
TEL : 070-7560-2798  

 

お申し込みは 
こちら 
応募〆切 11/25㊊ 



 

 

 

 

日 時：令和 6 年 12 月 16 日㈪～19 日㈭ 
 

場 所：東京大学附属演習林 樹芸研究所（静岡県賀茂郡南伊豆町青野８５１） 

 
主 催：文化庁（委託：(同)伝統工芸木炭生産技術保存会） 

 
行  程：（1 日目）14:00～17:00 講義  

（2 日目）9:00～17:00 (昼休憩 1ｈ) 自然造林研修  
（3 日目）9:00～17:00 (昼休憩 1ｈ) 自然造林研修      
（4 日目）9:00～15:00 自然造林研修  

講  師：前田宇氏（いしい林業）、北村利弥氏（いしい林業）、 
渡邊良広氏（東京大学樹芸研究所・講義） 

対  象：研磨炭製炭に強く関心を持っている大学生、大学院生、専門学校生、 
工芸及び林業分野で修行中の者。 

 定  員：４名 
 

参 加 費：無料（※食費は各自ご負担お願いします）  
支  給：交通費（現地までの実費支給）、宿泊費（定額支給、宿泊先は当会にて確保します） 

傷害保険に加入します（費用は当会負担）  
立  替：交通費、宿泊費（下賀茂寮宿泊施設の場合一泊 3,000 円） 

 
前泊の方：実費でお近くの宿泊施設を各自ご手配下さい。 
宿 泊 先：研修中（3 泊 4 日 12/16～12/19）は下賀茂寮宿泊施設に宿泊します。 

トイレ、洗面所、お風呂は共用です。 

別途お好みの宿泊施設を各自手配していただいても構いません。 

持 ち 物：⾧靴(スパイク推奨) ※研修場所は急斜面なところがあります。  

     お持ちの方はヘルメット 
チェンソーについて：使う人は、必ず「伐木等の業務に係る特別教育」を受けた人に限ります。 

資格がない人はノコギリで伐木となります。 

チェンソー使う人は、耳栓、ヘルメット、ゴーグル、チャプスを必ず持参してください。 

 
 

 

 

 
 
 
 
 

原 木 育 成 研 修 募集 

  

合同会社 伝統工芸木炭生産技術保存会 
〒701-4214 岡山県瀬戸内市邑久町本庄 3968 
TEL : 070-7560-2798 FAX : 050-3142-2890 

Email : info@mokutanworks.com 
HP : http://www.mokutanworks.com/ 

 

工 芸 用 白 炭 

お申し込みはこちら☞ 
参加者に ZOOM 説明会（12/2（月）10:00～予定）を開催します。 

応募〆切 11/25㊊ 定員になり次第締め切り 



工芸用白炭 原木育成研修 

昨年の様子  
 

重機をつかった整備説明 林地を歩いて調査 自然造林の講義と質疑 

伐採木の重機を使った引き出し 母樹伐採 

発芽のメカニズム 

間伐実習 

非常に入手困難な駿河炭の原木ニホンアブラギリ。 
国内に３カ所しかないニホンアブラギリ林の１つ青野
研究林にて、原木育成研修を行います。 

育成計画が重要なので、実際に現地を見ながら理解を
深めてもらいます。土地の特性（平坦な場所、尾根付近、
風当たり、日当たり、水はけ、土質等）、その植物の特
性（陽樹か否か、実生がよいのか萌芽再生がよいのか
等）、育成したい材の特徴（目が詰んでいるのがいいの
か、そうでないのか、太らせたいのか、早く育てたいの
か、等）を実地で見ながら一緒に考えます。 

例年女性も参加しています。男女どちらも気軽に参加
できる研修会です。 


